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アブミ骨筋反射欠如の意義と実際

琉球大学保健学部附属病院耳鼻咽喉科

喜友名千佳子　　識名弓子　　野田　寛

は　じ　め　に

インピーダンス・オジオメトリーは,近年著しい

発達をとげ,インピーダンス・メーターの普及にと

もない,臨床に広く応用されるようになり,とく

にアブミ骨筋反射の域値測定は,耳科,神経科領

域の臨床診断にきわめて有用な検査法となってき

ている。

アブミ骨筋が強大音刺激により両側性に反射収

縮することはよく知られた事実であり.最近では

同側刺激によるアブミ骨筋反射域値の測定も可能

になり,同側刺激と反射側刺激による反射所見の

組み合せEとより,障害部位の推定が行えるように

なった。正常聴力者のアブミ骨筋反射域値は60

-95dBi)2)と幅があるが.この反射の欠如は

どういう意義があるのかを実際の症例について検

討を行ったので報告する。

症　　例

症例1 :耳硬化症(Fig.1)

H.M.女　30才

昭由-50年5月初珍,当時の聴力像は左平均27

dB,右52 dBの伝音性難聴を示し, Carhart′s

notchがみられ,耳硬化症が疑われたが,その

後再来せず, 54年6月に聴力の悪化を主群に来

院した。聴力像は,左低音部の悪化がみられたほ

か大差はなかった。インピーダンス・オージオメト

リー(以下≠I.A. 〝と略す)では, Tympan0-

gramはピークの低いA型.Impedance右5,000

ohm以上,左3,800 ohmと高値を示し,アブミ

骨筋反射(以下≠SR〝と略す)は,反対側性

250Hzで得られたのみで,その他の周波数では

反射は同側性,反対側性共に得られなかった。従

来から行なわれているGel l'e氏法や耳栓骨導検

査でも陽性所見が得られ,その他の耳鼻咽喉科所
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兄も併せ検討され,耳硬化症と診断された。

症例Ⅱ　左外傷性耳小骨連鎖離断(Fig.2)

I.M. 28才　女

昭和54年4月左側の難聴と耳鳴を主訴に来院

した。来院20日程前に交通事故にあい,追突さ

れてムチ打症になった。純音聴力検査では右耳正

常,左耳に平均50dBの伝音性難聴があった。I.

A.ではTympanogram両側A型, Impeda

nce右700ohm,左1βOOohm, S別ま右耳

からは同側性,反対側性共に得られたが,左耳か

らは同側性,反対側性共に得られず,耳小骨連鎖

が離断していると判断された。

症例Ⅲ　耳管機能不全(Fig.3)

J.Y. 6才　女

習慣性扇桃炎とアデノイドの診断のついた女児

で,難聴を訴えた。聴力検査にて20-30 dB程

度の両側伝音性難聴を認めたI.A.のTym-

pamogramは中耳圧- 150mWGのC型を示し,

Impedanceは右3300ohm,左5,000ohm以

上と高く,またSRは250Hz反対側性で両耳に

HOdBと高値で得られたはかは,同側性,反対

側性共に反射は得られず,他の耳鼻咽喉科所見な

どから耳管機能不全と診断された。

症例Ⅳ　感音性難聴(左メニエール病)肝ig.4)

R.Y. 41才　女

昭和53年4月,左難聴,左耳鳴,臨葦を主訴

に来院,純音聴力検査では右正常,左平均50dB

の感音性難聴を示し,自記オージオメーターで

Bekesy　工【型　D.L. (-Difference iim-

en test), S.I.S.I. (Short increm-

ent sensitivity index)で補充現象陽

性を示し,左内耳性難聴が疑われた　I.A.では

Tympanogram両側A型, SRは両耳より同側
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